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実施期間：
2020 年 4月 1日～2021 年 3月 31 日



“When you help a child today,
you write the history of tomorrow.”

- Father Edward J. Flanagan
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概要
実施期間：2020 年 4月 1日〜 2021 年 3月 31 日

実施連続講座実施数：81 講座 / 受講者数：279 名

実施アンケート

①事前アンケート（回答者数 270 名）：講座初日に配布

②事後アンケート（回答者数 263 名）：講座最終日に配布

受講者について

49.0%

20.9%

19.0%
6.5%

4.6%

勤務状況パート

常勤

その他
育休 専業主婦

受講者を年代別に見ると、子育て世代の 31 〜 39
歳（35.9%）と 41 〜 49 歳（29.4%）が全体の約
65% を占めました。次に 21 〜 29 歳（14.5%）、
51 〜 59 歳（14.1%）、61 〜 69 歳（5.3%）、その
他 0.8% でした。2019 年度には 9.9% だった男性
の参加者が今年度は約倍の 18.6% に増加しまし
た。新型コロナウイルスの影響で自宅からオンラ
インで受講できるようになったことが一つの要員
として考えられます。夫婦揃っての受講や父親の
みの参加も昨年に比べて増加しました。

年代・性別

勤務状況・子どもの人数

昨年度は受講者の 4割弱が専業主婦、常勤やパー
トは約半数を占めていましたが、今年度はオンラ
インの導入が進んだため、約 7割が常勤・パート
という結果になりました。

子どもの人数は平均して 1.9 人で、最も多い回答
は 2人（39.9%）でした。子どもが 1人の家庭が
29.2%、3人が11.6%、4人が3.4%、5人以上が1.3%、
0 人が 2.1% でした。児童養護施設や保育園職員
などを対象に開催している講座もあったため、中
には子育て経験のない受講者もいました。

0.8%
その他

14.5%

29.4%

14.1%

5.3%
20代 30代 40代 50代 60代

35.9%

81.4%

18.6%
女性

男性

2人
48.8%

3人
14.7%

4人
3.8%

5人以上
0.9%

0人
1.9%

1人
29.9%
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2020 年度ボーイズタウン・コモンセンスペアレンティング幼児版連続講座アンケート結果

子どもに感じている困り感や子育てについて悩んでいること（事前アンケートより一部抜粋）

•	 子どもに注意しても問題行動が止まらないときがあり、怒鳴る必要があるのか悩んでいる。

•	 朝など時間がない時に子どもが言葉で伝えられず、泣き続ける状況が続くとイライラする。

•	 ダメと伝えても、その行動をやめてくれないので困る。

•	 不登校気味で自己肯定感が低い。

•	 歯磨きが嫌いでいつも泣いてしまう。

•	 兄弟喧嘩をすると上の子に我慢させてしまうことが多い。

•	 ADHDの傾向があり、何度も指示をしないと支度や宿題が進まないことがある。

プログラムの効果測定

連続講座初日と最終日に同じ内容のアンケート調査を実施し、効果測定を行いました。質問内容は下記の通りです。

1.	子どもを褒めることがある

2.	子どもを怒鳴ることがある

3.	子どもに適応行動（良い行動）がある

4.	子どもの問題行動で困ることがある

5.	子どもを叩くことがある

6.	落ち着きを保って「しつけ」をしている

7.	良い親子関係を築いている

8.	親としての（子育ての）自信がある

とても
当てはまる
37.1%

やや当てはまる
35.2%

普通 24.2%

あまり当てはまらない 2.7%
全く当てはまらない 0.8%

とても
当てはまる
53.8%

やや当て
はまる 40.3%

普通 5.9%

72%

事前 事後

94%褒める+22%

● 自分の子育てには、ほめるということが非常に足りていなかったことに気づいた。
● ほめる量も格段に上がり、より日常生活を楽しめるようになった。
● ほめることで、子どもの良い行動が増えていった。

「子どもを褒めることがある」に対してとても当てはまる・やや当てはまると回答した参加者は 22%増えまし
た。受講者は連続講座を通じて、プログラムの重要な要素である「子どもの良いところを見つける」力が身
に付いたと言えます。

 受講者の

声
（事後アンケートより一部抜粋）

1. 子どもを褒めることがある
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とても当てはまる
30.2%

やや当て
はまる 42.6%

普通 22.6%

全く当てはまらない
1.9%あまり当て

はまらない 2.6%

とても
当てはまる
48.3%やや当てはまる

42.7%

普通 8.5%
あまり当て
はまらない 0.4%

73%

事前 事後

91%適応行動+18%

● 不登校だった子どもが登校できるようになった。
● ほめることで子どもが自信をつけ、さらに良い行動を取ろうと頑張る様子がみられた。
● 大人の言葉がけ一つで、行動一つで子どもの行動も変わるという事がわかりました。

 受講者の

声
（事後アンケートより一部抜粋）

「子どもに適応行動（良い行動）がある」に対してとても当てはまる・やや当てはまると回答した参加者は
18%増えました。効果的なほめ方や予防的教育法を用いることで、子どもの適応行動が促進されました。

3. 子どもに適応行動（良い行動）がある

とても当てはまる
13.6%

やや当てはまる 25.3%

普通 19.6%

あまり当て
はまらない 
26.4%

全く当てはまらない 15.1%
とても当てはまる
6.0%

やや当て
はまる
21.3%

普通 21.7%

あまり当て
はまらない 35.7%

全く当てはまらない
15.3%

39%

事前 事後

27%怒鳴る -12%

● 叩いたり怒鳴ったりする以外の方法で子どもをしつける方法がわかってよかった。叱ら
ずに伝えることが良いと頭ではわかっていても、ゴールが見えないまま堪えるのは苦行
だったので、CSPを受講して、ゴールまでの道筋や方法が見えたことは大きな成果だった。

● 以前より怒鳴る回数は減ったように思います。

 受講者の

声
（事後アンケートより一部抜粋）

「子どもを怒鳴ることがある」に対してとても当てはまる・やや当てはまると回答した参加者は 12%減りまし
た。適切な期待値の設定や落ち着く方法を学び、実践することで感情的になることが減っています。

2. 子どもを怒鳴ることがある
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2020 年度ボーイズタウン・コモンセンスペアレンティング幼児版連続講座アンケート結果

とても当てはまる
22.7%

やや当てはまる 39.4%

普通 18.6%

あまり当て
はまらない 
14.0%

全く当てはまらない 5.3%

とても
当てはまる
23.7%

やや当てはまる
47.5%

普通 17.4%

あまり当て
はまらない 10.6%

全く当てはまらない
0.9%

62%

事前 事後

71%問題行動 +9%

● 子どもの問題行動がとても減りました。
● まだコミュニケーションが上手く取れない 2歳未満の子どもでも、予防的教育法や効果
的な褒め方を繰り返し使うことで、問題行動を減らしていけることが分かりました。

 受講者の

声
（事後アンケートより一部抜粋）

「子どもの問題行動で困ることがある」に対してとても当てはまる・やや当てはまると回答した参加者は 9%
増加しました。子どもの行動に良い変化が見られる前に、以前よりも問題行動が増えたり、激しくなること
があるため、増加が見られたと考えられます。

4. 子どもの問題行動で困ることがある

とても当てはまる 1.1%

やや当てはまる 8.7%
普通 8.0%

あまり当て
はまらない 
22.3%

全く当て
はまらない 
59.8%

とても当てはまる
1.3%
やや当てはまる
3.8%

普通 2.5%

あまり当て
はまらない
16.5%

全く当て
はまらない
75.8%

10%

事前 事後

5%たたく -5%

● 叩いたらダメ！と思っていなくても気づいたら、全然叩かずにいれるようになりました。
● たたいたり怒鳴ったり頭でわかっていても、してしまうことがあったのですが、問題行
動の時の対処方法を教えてもらって少し冷静になれそうです。

 受講者の

声
（事後アンケートより一部抜粋）

「子どもをたたくことがある」に対してとても当てはまる・やや当てはまると回答した参加者は 5%減りました。
子どもと良い関係を構築し、親自身が落ち着くことができるようになり、たたくことが減ったと考えられます。

5. 子どもをたたくことがある
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とても当てはまる 3.8%

やや当てはまる 19.4%

普通 49.0%

あまり当て
はまらない 
23.2%

全く当て
はまらない 
4.6%

とても当てはまる
7.6%

やや当て
はまる
41.5%

普通 38.1%

あまり当て
はまらない 
10.6%

全く当てはまらない 2.1%

23%

事前 事後

49%落ち着き +26%

● 落ち着いて子育てできるようになった。
● 子どものグズグズやカンシャクには、以前よりも落ち着いて対応できるようになった。
● パニックを起こした時に自分自身をコントロールする教育法を用いて早く落ち着く事が
できるようになりました。

 受講者の

声
（事後アンケートより一部抜粋）

「落ち着きを保ってしつけをしている」に対してとても当てはまる・やや当てはまると回答した参加者は 26%
増えました。落ち着く方法を学び、実践することで感情的にならない「しつけ」を行うことができました。

6. 落ち着きを保って「しつけ」をしている

とても当てはまる 10.3%

やや当てはまる
29.9%

普通 49.8%

あまり当て
はまらない 
8.0%

全く当てはまらない 1.9%

とても
当てはまる
20.4%

やや当て
はまる
45.5%

普通 31.5%

あまり当てはまらない 2.1%

全く当て
はまらない 0.4%

40%

事前 事後

66%関係構築 +26%

● 以前は 3歳の子どもの「イヤだ」に対してイライラしていましたが、発達段階を理解し
たことで、以前より親と子どもの関係が良くなったと感じています。

● 教育法を活用すると子と自分自身の良い関係性が築けると感じまました。自分の伝え方
で子の反応がしっかり変わるので、これからも取り入れていこうと思います。

 受講者の

声
（事後アンケートより一部抜粋）

「よい親子関係を築いている」に対してとても当てはまる・やや当てはまると回答した参加者は 26%増えまし
た。CSP の教育法や子どもとの前向きな関わり方を学ぶことで、大きく関係の改善につながりました。

7. よい親子関係を築いている
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2020 年度ボーイズタウン・コモンセンスペアレンティング幼児版連続講座アンケート結果

とても当てはまる 2.3%

やや当てはまる 5.3%

普通 46.9%あまり当て
はまらない 
33.6%

全く当て
はまらない 
11.8%

とても当てはまる
2.5%

やや当て
はまる
26.7%普通 47.9%

あまり当てはまらない 17.4%

全く当てはまらない  5.5%

8%

事前 事後

29%自信 +21%

● 育児において、考えるツールを得られたことが大きな前進です。自信に繋がりました。
● 問題行動が起こる前の落ち着いた時間を大切にして、子どもに対して自信を持って正し方

や落ち着き方を話せるようになりました。
● 子育てが楽しくなり、自信がつきました。受講して良かったです。

 受講者の

声
（事後アンケートより一部抜粋）

「親としての（子育ての）自身がある」に対してとても当てはまる・やや当てはまると回答した参加者は 21%
増えました。

8. 親としての（子育ての）自信がある

プログラム評価

回答者：263 名

3つの評価項目「プログラムの全体的な満足度」、「講師・プログラムへの満足度」、「プログラムの各セッションへ
の満足度」に分けてプログラムを評価するアンケート調査を実施しました。

プログラムの全体的な満足度

プログラムの全体的な満足度を評価する質問は全部で 6問ありました。「プログラムに参加してよかった」に対し
て非常に当てはまる・当てはまると回答した参加者は 95%でした。この結果から、非常に満足度の高いプログラ
ムであることがわかります。講師に関する評価については、「講師やファシリテーターの指導、教材が良かったと
思う」が 94%、「参加者の質問に対する講師の回答や対応が良かったと思う」が 92%、「講師は様々な教育法を伝
える際、たくさんの例をあげ、わかりやすく教えていたと思う」が 95%と高評価でした。参加者の今後の取り組
みに関する質問、「このプログラムに参加し、家族との関係を前向きに変えてゆこうと思う」に対しても 96%が非
常に当てはまる・当てはまると回答し、プログラム参加後の前向きな姿勢が確認できます。最後に、「このプログ
ラムを友達や知人に勧めたいと思う」に対しては 83%が勧めたいと回答しました。
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非常に当てはまる 
82.7%

当てはまる
12.7%

やや当てはまる
3.0%

普通 1.3% 当てはまらない 0.4%

95% 非常に
当てはまる 
75.5%

当てはまる
18.1%

やや当てはまる 2.5%

あまり当てはまらない 0.8%
当てはまらない 0.4%

94%

普通 2.5%

非常に当てはまる 
72.5%

当てはまる
19.5%

やや当てはまる 4.7% 当てはまらない 0.4%
あまり当てはまらない 0.4%普通 2.5%

92% 非常に
当てはまる 
75.5%

当てはまる
19.4%

やや当てはまる 3.4%

普通 1.3%
あまり当てはまらない 0.4%

95%

非常に当てはまる 
76.8%

当てはまる
19.4%

やや当てはまる 2.1% 全く当てはまらない 0.4%
普通 1.3%

96%
非常に当て
はまる 55.9%

当てはまる
27.9%

やや当てはまる
8.5%

普通 6.8%
あまり当てはまらない 0.4%

83%

当てはまらない 0.4%
全く当てはまらない 0.4%

プログラムに参加してよかったと思う 講師やファシリテーターの指導、教材が
良かったと思う

参加者の質問に対する講師の回答や対応が
良かったと思う

講師は様々な教育法を伝える際、たくさんの
例をあげ、わかりやすく教えていたと思う

このプログラムに参加し、家族との関係を
前向きに変えてゆこうと思う

このプログラムを友達や知人に
勧めたいと思う
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2020 年度ボーイズタウン・コモンセンスペアレンティング幼児版連続講座アンケート結果

講師・プログラムへの満足度

講師・プログラムへの満足度を評価する質問は全部で 4問ありました。「講師の説明の方法に満足できましたか」
に対しては、95%が非常に当てはまる・当てはまると回答しました。「スキル練習の回数と内容は満足できましたか」
に対しては、86%が満足していると回答しました。「次回までの課題に取り組めましたか」に対しては、取り組め
た参加者が 62%と他の質問に比べて低い結果となりました。忙しくて家に帰って課題に取り組めなかった参加者
もいるため、こういった参加者への講師のフォローアップが今後も重要です。最後に、「DVD映像はよく理解でき
ましたか」に対しては、81%が理解できたと回答しました。

非常に当て
はまる 40.9%

当てはまる
40.1%

やや当てはまる
10.5%

普通 7.2%
全く当てはまらない 
0.4%

あまり当てはまらない 
0.8%

81%

次回までの課題に取り組めましたか DVD映像はよく理解できましたか

非常に当てはまる 
57.8%

当てはまる
28.3%

やや当てはまる
7.6%

普通 5.9%

86%

あまり当てはまらない 0.4%

スキル練習の回数と内容は満足できましたか

非常に当てはまる 
72.2%

当てはまる 22.4%

やや当てはまる 3.4%

普通 1.3%

95%

講師の説明の方法に満足できましたか

非常に当てはまる 
33.8%

当てはまる
28.7%

やや当てはまる 
19.4%

普通 10.5%

あまり当て
はまらない 4.2%

当てはまらない 1.7%
全く当てはまらない 0.8%
わからない 0.8%

62%

次回までの課題に取り組めましたか

あまり当てはまらない 0.4%
当てはまらない 0.4%



11

プログラムの各セッションへの満足度

プログラムの各セッションへの満足度を評価する質問は全部で 10 問ありました。家族との関係構築に役立った・
満足したと感じた参加者を項目別に見ると、次のような結果になりました。「子どもの発達」86%、「適切な期待値」
89%、「育みの行動」89%、「わかりやすいコミュニケーション」88%、「結果を用いる」87%、「効果的なほめ方」
90%、「予防的教育法」89%、「問題行動を正す教育法」83%、「落ち着きを保つプラン」87%、「自分自身をコント
ロールする教育法」86%。

非常に当て
はまる 56.1%

当てはまる
32.5%

やや当てはまる
5.9%

普通 4.6%

89%

次回までの課題に取り組めましたか 適切な期待値

非常に
当てはまる 
48.1%

当てはまる 38.0%

やや当てはまる 
8.0%

普通 5.5%
当てはまらない 0.4% あまり当てはまらない 

0.8%

86%

子どもの発達

非常に当て
はまる 57.0%

当てはまる
30.8%

やや当てはまる
8.4%

普通 3.8%

88%

次回までの課題に取り組めましたか わかりやすいコミュニケーション

非常に当てはまる 
57.8%

当てはまる
30.8%

やや当てはまる 
7.2%

普通 4.2%

89%

育みの行動
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2020 年度ボーイズタウン・コモンセンスペアレンティング幼児版連続講座アンケート結果

非常に当て
はまる 68.6%

当てはまる
21.6%

やや当てはまる
6.8%

普通 2.5%

90%

次回までの課題に取り組めましたか 効果的なほめ方

非常に当てはまる 
57.4%

当てはまる
30.0%

やや当てはまる 
8.9%

普通 3.4%

87%

結果を用いる

非常に当て
はまる 54.7%当てはまる

30.9%

やや当てはまる
7.6%

普通 3.4%

86%

次回までの課題に取り組めましたか 自分自身をコントロールする教育法

非常に当てはまる 
56.1%

当てはまる
30.4%

やや当てはまる 
6.8%

普通 3.8%

あまり当てはまらない
0.8%
わからない 2.1%

87%

落ち着きを保つプラン

非常に当て
はまる 51.5%

当てはまる
31.6%

やや当てはまる
11.0%

普通 3.8%

あまり当てはまらない 
0.8%

わからない 1.3%

わからない 0.4%

あまり当てはまらない
 0.4%
わからない 0.4%

83%

あまり当てはまらない 
1.3%
わからない 2.1%

当てはまらない 0.4%

次回までの課題に取り組めましたか 問題行動を正す教育法

非常に当てはまる 
62.4%

当てはまる
26.6%

やや当てはまる 
6.8%

普通 3.4%

89%

予防的教育法



“There are no bad boys.
There is only bad environment, bad training,

bad example, bad thinking.”
- Father Edward J. Flanagan
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